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大
教
会
の
年
祭
活
動
方
針
は
、
右
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
方
針
を
、
引
き
続
き

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
活
動
方
針
か
ら
定
め
た

具
体
的
な
目
標
は
左
記
の
通
り
で
す
。

一
、
十
二
下
り
の
勤
修

一
、
所
属
教
会
、
上
級
教
会
へ
の
つ
な
ぎ

一
、
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
葉
に
出
そ
う

一
、
身
近
な
人
を
誘
っ
て
お
ぢ
ば
へ

部
内
「
諭
達
」
巡
教
を
受
け
た
後
、
大
教
会
の
具
体
的
な
目
標
を
参
考
に
し

て
、
当
該
教
会
の
具
体
的
な
目
標
を
決
め
て
大
教
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

本

部

教
祖
百
四
十
年
祭

先
月
の
春
季
大
祭
祭
典
後
、
真
柱
様
か
ら
「
年
祭
は
一
日
、
期
間
は
無
し
」

と
、
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
年
千
日
の
年
祭
活
動
、
こ
の
旬
に
心
の
成
人
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
勇
ん
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

全
教
会
一
斉
巡
教
親
里
会
場

本
部
勤
務
者
、
学
校
職
員
な
ど
親
里
で
勤
め
て
お
ら
れ
る
方
で
、
教
会
が

遠
方
に
あ
っ
た
り
、
御
用
の
上
か
ら
所
属
教
会
に
帰
っ
て
受
講
で
き
な
い
方

を
対
象
に
、
一
斉
巡
教
の
親
里
会
場
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
（
な
お
、
日
時
は

未
定
で
す
）

お
や
さ
と
ひ
の
き
し
ん

個
人
や
少
人
数
で
も
気
軽
に
お
つ
と
め
い
た
だ
け
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
境
内
掛
、
お
や
さ
と
や
か
た
周
辺
に
つ
い
て
は
、
や
か
た
管
理
室
、
ま

た
、
豊
田
山
墓
地
に
つ
い
て
は
、
年
祭
事
務
局
（
内
統
領
室
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
、
同
じ
地
域
に
住
む
よ
う
ぼ
く
が

互
い
に
励
ま
し
合
い
、
勇
ま
せ
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
や
個
人
の
年
祭

活
動
に
更
な
る
勇
み
を
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
天
理
教
教
会
本
部
主
催
、

教
区
・
支
部
運
営
の
も
と
、
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
が
計
五
回
実
施
さ

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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れ
ま
す
。
第
一
回
目
は
今
年
10
月
29
日
（
日
）
で
、
二
回
目
以
降
は
未
定
で

す
。参

加
呼
掛
け
に
関
し
て
は
、
所
属
教
会
長
か
ら
よ
う
ぼ
く
へ
、
し
っ
か
り

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
貸
し
出
し

昨
年
の
教
会
長
夫
妻
特
別
講
習
会
の
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
ま
す
。
期
間
は

２
月
25
日
か
ら
６
月
末
ま
で
で
す
。
詳
細
は
布
教
一
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
天
理
時
報
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
端
末
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、
天
理
時
報

を
は
じ
め
と
し
て
、
紙
メ
デ
ィ
ア
を
購
読
す
る
習
慣
の
な
い
方
が
今
後
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
中
で
、
お
道
の
情
報
を
届
け
て
い
く
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
天
理
時
報
を
手
軽
に
購
読
閲

覧
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
、
天
理
時
報
オ
ン
ラ
イ
ン
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
是
非

ご
活
用
下
さ
い
。

「
天
理
時
報
」
手
配
り
ひ
の
き
し
ん

現
在
、
全
て
の
教
区
に
手
配
り
推
進
委
員
会
を
置
い
て
、
全
教
一
律
で
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今
年
の
３
月
ま
で
と
し
、
４
月
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
部
、
あ
る
い
は
手
配
り
拠
点
の
実
情
に
合
わ
せ
た
形
で
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
す
き
っ
と
」

従
来
、
「
す
き
っ
と
」
は
年
二
回
の
発
行
で
し
た
が
、
来
年
度
か
ら
年
一

回
と
な
り
ま
す
。
発
行
日
は
９
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
「
天
理
教
の
時
間
」

従
来
、
公
共
電
波
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
で
「
天
理
教
の
時
間
」
を
放

送
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
で
終
了
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
「
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
」
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
っ
て
の
配
信
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
天
理
教
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。

外
国
語
版
「
教
語
解
説
ペ
ー
ジ
」

天
理
教
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
外
国
語
版
に
お
い

て
、
教
語
の
解
説
ペ
ー
ジ
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
言
語
を

選
択
し
て
教
語
の
解
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
国
語
で
教
え
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用
下
さ
い
。

大

教

会

「
諭
達
」
部
内
巡
教

３
月
か
ら
「
諭
達
」
の
部
内
一
斉
巡
教
が
始
ま
り
ま
す
。
よ
う
ぼ
く
信
者

の
方
々
に
も
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
お
受
け
下
さ
い
。

出
陽
分
教
会
の
土
地
建
物
に
つ
い
て

城
山
大
教
会
飛
地
境
内
地
で
あ
る
出
陽
分
教
会
は
、
平
成
11
年
移
転
改
称

以
来
、
た
す
け
一
条
の
つ
と
め
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
建

物
の
老
朽
が
著
し
く
、
冬
季
に
は
屋
根
か
ら
の
落
雪
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
昨
年
７
月
、
今
泉
元
会
長
が
お
出

直
し
に
な
ら
れ
、
寄
り
く
る
信
者
さ
ん
が
お
ら
れ
な
い
た
め
、
祭
典
が
滞
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
隣
接
す
る
「
株
式
会
社
ホ
ー

テ
ッ
ク
」
よ
り
土
地
建
物
を
現
状
の
ま
ま
購
入
し
た
い
旨
の
ご
相
談
を
い
た



城 山 月 報

3

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
１
月
の
大
教
会
役
員
会
に
て
相
談
し
可
決

後
、
諸
井
世
話
人
先
生
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
、
真
柱
様
よ
り
五
所
川
原

分
教
会
へ
御
目
標
様
の
仮
遷
座
を
御
内
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
大
教
会

基
本
財
産
一
部
処
分
の
承
認
を
得
て
、
売
却
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、
売
却
時
期
は
３
月
末
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

職
掌
の
改
定

来
年
度
か
ら
職
掌
が
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
職
掌
は
３
月
22
日
に
発
表
致

し
ま
す
。

本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん
（
４
月
16
日
～
30
日
）

五
所
川
原
部
内

三
月
月
次
祭
神
殿
講
話

役
員

工
藤

寿
美

北
城
眞
分
教
会
長

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
（
第
一
四
一
回
）

実
施
日

１
月
25
日

参
加
者

男
子

９
名

女
子

１
名

計

10
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

毎
月
の
お
つ
と
め
奉
仕
並
び
に
祭
儀
式
の
役
割
は
、
記
念
祭
当
日
の
役
割

に
準
じ
て
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
出
来
る
だ
け
欠
席
の
無
い
よ
う
に
お

運
び
い
た
だ
き
、
お
つ
と
め
下
さ
い
。

布

教

部

教
会
長
講
習
会

教
祖
百
四
十
年
祭
へ
向
か
う
こ
の
旬
、
ま
た
大
教
会
創
立
百
三
十
周
年
記

念
祭
へ
向
か
う
こ
の
旬
に
、
大
教
会
の
理
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
が

勇
ん
だ
布
教
活
動
・
お
た
す
け
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日

時

立
教
一
八
六
年
５
月
23
日

火
曜
日

内

容

大
教
会
長
挨
拶
、
先
人
の
足
跡
を
辿
る
（
山
名
大
教
会
よ
り

城
山
大
教
会
ま
で
徒
歩
団
参
）

教
会
長
夫
妻
特
別
講
習
会DV

D

視
聴

な
ど

詰

所

詰
所
へ
お
帰
り
の
皆
さ
ん
へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
節
電
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
と
同
様
に
気

を
つ
け
て
ご
利
用
下
さ
い
。

婦

人

会

天
理
教
婦
人
会
第
一
〇
五
回
総
会

日

時

立
教
一
八
六
年
４
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

場

所

本
部
中
庭
・
神
苑
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婦
人
の
集
い
（
委
員
部
長
は
で
き
る
限
り
参
加
を
）

日

時

４
月
18
日
（
火
）
夕
方
よ
り

内

容

十
二
下
り
て
を
ど
り
勤
修

夕
勤
め
参
拝

真
柱
様
メ
ッ
セ
ー
ジ
拝
読
と
共
有

女
子
青
年
の
集
い

日

時

４
月
23
日
（
日
）
11
時
か
ら

場

所

大
教
会

内

容

青
年
会
と
共
に
十
二
下
り
総
立
ち
で
の
お
つ
と
め

昼
食
親
睦
会

青

年

会

お
や
さ
と
ふ
し
ん
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊

本
年
の
城
山
分
会
の
入
隊
月
は
３
月
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
３
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
の
間
は
分
会
責
任

者
が
不
在
の
為
、
前
の
週
ま
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
入
隊
予
定

の
方
は
委
員
長
小
田
真
二(

0
9
0
-
4
2
5
3
-
3
1
28
)

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

青
年
会
城
山
分
会
総
会

日

時

４
月
23
日
（
日
）
10
時
半
受
付
、
11
時
よ
り
開
始

会

場

大
教
会

参
加
御
供

千
円

な
お
、
持
ち
物
は
ハ
ッ
ピ
、
そ
の
他
身
の
回
り
の
物
等
で
す
。
ま
た
、
総

会
に
合
わ
せ
て
青
森
、
岩
手
、
関
東
、
天
理
の
各
方
面
よ
り
大
教
会
へ
の
帰

参
車
両
を
用
意
致
し
ま
す
。

青
森
、
岩
手
方
面
便

21
日
17
時
青
森
出
発
予
定

関
東
便

23
日
７
時
都
内
出
発
予
定

天
理
便

23
日
６
時
半
詰
所
出
発
予
定

全
車
と
も
、
総
会
終
了
後
17
時
に
大
教
会
出
発
予
定

乗
車
御
供

千
円

利
用
さ
れ
ま
す
方
は
、
３
月
中
に
委
員
長
小
田
真
二(

0
9
0
-
4
2
5
3
-
3
1
2
8
)

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
乗
降
地
や
正
確
な
出
発
時
間
は
申
し
込
み
を
取
り
ま

と
め
た
後
、
月
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
希
望
が
あ
る
方
は
申
し
込
み
の

際
に
お
伝
え
下
さ
い
。
ま
た
、
移
動
中
の
食
事
等
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会

立
教
一
八
六
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

日

時

令
和
５
年
３
月
27
日
、
28
日

内

容

27
日
午
後
２
時

ひ
の
き
し
ん
、
お
楽
し
み
行
事

28
日
午
前
10
時

式
典
「
真
柱
様
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
代
読
）
」
本
部
中
庭

式
典
後

直
属
ア
ワ
ー
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ニ

ュ

ー

ス

初

席
２
月
11
日

高
橋

晋
吾
（
盛
岡
）
17
歳

２
月
11
日

棟
方

実
季
子
（
國
鶴
）
17
歳

２
月
14
日

山
田

敏
治
（
浪
岡
）
70
歳

け
い
じ
ば
ん

三
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

２
月
27
日

～

３
月
１
日

三
八
城

３
月
１
日

～

６
日

八
戸

３
月
６
日

～

11
日

上
田

３
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

３
月
16
日

～

21
日

東
山
田

３
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
松
館
（
布
）

３
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

３
月
27
日

～

４
月
１
日

南
遠

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

学
生
担
当
委
員
会

修
養
科
始
業
講
習

野
中

華
子
、
小
野

道
幸

修
養
科
修
了
講
習

小
田

真
一
郎

教
養
掛

棟
方

典
人
（
２
月
24
日

～

３
月
28
日
）

小
関

善
信
（
３
月
24
日

～

４
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

三
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

小
湊
、
金
木
、
南
遠

各
委
員
部

三
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

関

ふ
さ
、
小
田

晴
恵

三
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

黄
鐘
調

一
、
曲

目

拾
翠
楽

海
青
楽

千
秋
楽

越
殿
楽

西
王
楽
破

春
季
霊
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

盤
渉
調

一
、
曲

目

輪
台

青
海
波

千
秋
楽

白
柱

越
殿
楽

蘇
莫
者
破

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

３
月
12
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら



世

話

人

先

生

下

山

　

武

小

野

道

幸

小

田

晴

恵

荒

関

美

智

子

小

田

美

枝

子

赤

平

治

三

石

原

旬

一

田

中

道

弘

工

藤

寿

美

村

田

　

勇

高

橋

邦

和

田

中

美

穗

子

宮

澤

民

枝

会

長

夫

人

松

浦

靖

治

大

教

会

長

小

田

真

一

郎

小

関

善

信

瀬

川

初

人

蒔

田

由

美

子

村

田

良

子

高

橋

　

節

森

内

聖

也

相

内

知

昭

小

田

　

裕

柏

田

親

邦

阿

部

　
豊

工

藤

恒

美

瀬

川

三

都

子

野

中

華

子

関

美

佐

子

須

藤

宏

文

北

山

道

治

堀

口

教

之

田

口

栄

一

秋

山

亮

克

相

内

真

喜

子

平

生

光

枝

芝

崎

み

よ

子

高

橋

邦

之

蒔

田

登

紫

行

佐

々

木
　

誠

近

藤

文

雄

五

日

市

正

道

柴

田

知

弘

戸

塚

美

代

子

高

橋

啓

子

蝦

名

敬

子

澤

野

公

志

棟

方

典

人

工

藤

寿

美

小

野

道

幸

瀬

川

初

人

石

原

旬

一

大

教

会

長

森

内

聖

也

村

田

　

勇

祭

主

地

方

胡

弓

三

味

線

琴

小

鼓

す

り

が

ね

太

鼓

拍

子

木

ち

ゃ

ん

ぽ

ん

笛

て

お

ど

り

献

饌

長

す
わ
り
づ
と
め

前

半

下

り

後

半

下

り

指

図

方

賛

者

扈

者

三
月
月
次
祭
々
典
役
割
表

立
教
一
八
六
年
（
令
和
五
年
）

三
月
二
十
二
日
九
時
三
十
分
執
行

〇
直
轄
の
会
長
さ
ん
は
、
役
割
に
当
た
っ
て
い
る
人

に
お
声
掛
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
地
方
は
、
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
（
「
三
代
真
柱
」
と
表

示
）
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
の
帯
は
、
六
月
～
九
月
は
夏
物
、
十
月
～
五

月
は
冬
物
。

〇
止
む
な
く
奉
仕
で
き
な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に

大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

控
え

　

お
つ
と
め
奉
仕
者
以
外
の
全
教
会
長
夫
妻
、
全
布
教
所
長

　

松
浦
春
年
、
須
藤
司
、
田
中
元
直
、
小
田
真
二
、
櫻
田
陽
一


